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支援機器 Auricular prosthesis 

分類(ISO9999) 06：義肢装具 

試験相 第 1 相試験 

研究仮説（目的） 

の概要 

triple-layer impression technique(TLIT)は conventional impression technique(CIT)と比較して、

義耳の歪みを軽減させる 

研究デザイン 自己対照 

障害・疾患 健常者 

対象者・数 健常者 15 人 

主要アウトカム マーキング位置の⾧さ 

副次アウトカム 1 義耳の幅 

副次アウトカム 2 義耳の⾧さ 

副次アウトカム 3  

副次アウトカム 4  

副次アウトカム 5  

統計学的検定 有 

結果の概要 TLIT 法は歪みが少なく、精度の高い義耳の作成が可能 
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